
平成 27 年 3 月 24 日

安全で安心な豊橋の都市公園づくり（防災・安全）

平成23年度　～　平成25年度　（3年間） 豊橋市

・市民が身近に利用できる公園の整備率を41.0％(H23)から41.2％(H25)に増加
・施設の改築・更新が完了した公園数（19/129公園)(H23)から(109/129公園)(H25)に増加
・公園施設長寿命化計画策定した公園の割合を0%(0/383公園）から100%(383/383公園）に増加
・非常用便所の設置が完了した広域避難場所が28%（H23）から100%（H25）に増加

（H25末）
市内において、市民の生活圏内に様々な公園・緑地が体系的に整備されている状態を100とした場合の実際の整備率を算出する。
（市民が身近に利用できる公園整備率）＝{供用箇所数×〔平均供用面積/公園・緑地標準面積〕/（住区数×1住区の公園・緑地標準箇所数}％

市内において改築更新が必要な公園のうち、都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業で改築更新を行った公園の割合
（H22年度末時点の改築更新が必要な公園数-改築更新が完了した公園数)/(H22年度末時点の改築更新が必要な公園数）

公園施設長寿命化計画策定事業において、計画策定した公園の割合
（計画策定公園数)/(H22年度末時点の都市公園数（墓地を除く））

非常用便所の設置が完了した広域避難場所の割合

(非常用便所のある広域避難場所の箇所数）/(市内の広域避難場所の箇所数）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事業終了後

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
708百万円 Ａ 686百万円 Ｂ 0 Ｃ

事後評価（中間評価）の実施時期

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

備考
当初現況値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

22百万円
効果促進事業費の割合

3.11%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価（中間評価）の実施体制

0%

 近年、大規模な自然災害が頻発しており、本市を含む東海地方においては、東海・東南海地震の発生が予想されています。こうした中で、防災・安全のための体制を整備し、真に住みよい社会の実現にむけて、安
全・安心を実感できる豊橋の都市公園づくりを行う。

（H23当初）

19/129公園 109/129公園

41.0% 41.2%

　　計画の成果目標（定量的指標）

100%

28% 100%

豊橋市

豊橋市ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25

1-A-7 公園 一般 豊橋市 直接 158

1-A-8 公園 一般 豊橋市 直接 482

1-A-9 公園 一般 豊橋市 直接 46

合計 686

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25

1-C-3 施設整備 一般 豊橋市 直接 22 

合計 22

番号 備考

1-C-3

番号 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

工種 （延長・面積等）

公表の方法

都市公園事業（豊橋総合スポーツ公園）

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（豊橋市）

交付対象事業

施設改築・更新N=103公園 豊橋市

事業者

豊橋市 長寿命化計画策定383公園 豊橋市

豊橋市

公園施設長寿命化計画策定事業（豊橋市）

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業(1-A-8)で市内の公園を安心して利用できるよう整備するとともに、災害時に広域避難場所として利用される公園に非常用便所を設置することにより災害時の公園
利用者の安全とともに予想される帰宅困難者に対応することができる。

豊橋市 非常用便所設置事業 広域避難場所及び隣接地へ非常用便所を設置 豊橋市

事業者

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

豊橋市 運動施設等1.2ha 豊橋市

要素となる事業名
市町村名



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・市民が身近に利用できる公園整備率が41.0%から41.2%になり、災害時の防災活動拠点及び避難場所が拡大され、防災機能が強化された。
Ⅰ定量的指標に関連する ・改築更新が必要な公園のうち改築更新を行った公園の割合が19/129公園から109/129公園となり、公園施設の適切な管理水準を維持することができた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・公園施設長寿命化計画を作成した公園の割合が100%になり、公園施設の計画的な改築更新事業を行うことが可能となった。

・非常用便所の設置が完了した広域避難所の割合が100%になり、災害時の公園利用者、帰宅困難者等の受入体制がより充実し、防災機能が強化された。

最終目標値 41.2%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 　目標達成

に差が出た要因
最終実績値 41.2%

最終目標値 109/129公園
目標値と実績値 　目標達成
に差が出た要因

最終実績値 109/129公園

最終目標値 100.0%
目標値と実績値 　目標達成
に差が出た要因

最終実績値 100.0%

最終目標値 100.0%
目標値と実績値 　目標達成
に差が出た要因

最終実績値 100.0%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

指標②（公園施
設長寿命化計画
を策定した公園
の割合）

指標①（市民が
身近に利用でき
る公園の整備
率）

指標②（改築更
新が必要な公園
のうち、改築更
新を行った公園
の割合）

指標③（非常用
便所の設置が完
了した広域避難
場所の割合）

３．特記事項（今後の方針等）

　　平成23年から平成25年までの3年間で社会資本総合整備計画による都市公園づくりを行い、定量的指標はほぼ達成することができた。
　　今後も引き続き、防災活動拠点や避難場所等の防災空間の整備拡大に取り組んでいきたい。また、公園施設長寿命化計画に基づいて公園施設の計画的な改築更新を行い、
　　公園施設の適切な管理水準を維持することで、生活空間の安全を確保していきたい。



（参考図面）

計画の名称 安全で安心な豊橋の都市公園づくり（防災・安全）

計画の期間 平成23年度　～　平成25年度　（3年間） 豊　橋　市交付対象

豊橋駅

三河湾

豊川

豊川放水路

市役所
国道23号

国道１号

1-A-7 都市公園事業（豊橋総合スポーツ公園）

（運動施設等 1.2ha）

1-A-8 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（豊橋市）

（施設改築・更新 N=109公園 ）

1- A-9 公園施設長寿命化計画策定事業（豊橋市）

（長寿命化計画策定 383公園）

三河湾

柳生川

ＪＲ二川駅

総合動植物公園

1-C-3 非常用便所設置事業

（広域避難場所及び隣接地へ非常用便所を設置）


